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2 単位，3 単位以上）に行った（表 2）。その結果，
いずれの単位数についてもその出現回数に有意な差
は見られなかった。











　夏において 2 単位の活動が多く，秋では 5 単位上
の活動が多いことから，夏は秋に比べ遊び始めるま
でに時間がかかる様子が伺えた。2 単位の活動は約

















1 単位 2 単位 3 単位以上
7 月 3.00（1.41） .50（.52） .33（.49）
11 月 3.58（1.44） .58（.79） .17（.39）
t 検定 t（22）＝1.00，n.s. t（19.3）＝.30，n.s. t（20.48）=1.34，n.s.
（  ）内は SD
表３　遊び始め（5―20 分）の滞在時間単位の時期別出現数
1 単位 2 単位 3-5 単位 5 単位以上
7 月 7.08（4.56） 1.75（1.14） .92（.90） 2.17（.83）
11 月 5.25（3.93） .67（.89） .67（.89） 2.50（1.09）

































比較的長い時間を室内で過ごしている図 3, 4 でも見
られている。特に図 4, 5 では，保育室内でも幼児は
あまり長い時間一つの場所に滞在せず，保育室の目
の前の廊下やテラスを含めた場所を行き来してい
た。
　例えば，図 3 の幼児は登園後，朝の支度が終わる
とテラスや廊下を一回りし，マントを巻き，保育室
のすみでポーズをとり，ままごとをしている友だち
に話しかけ，絵本を一人で読み，友だちと広告用紙
で剣を作り，その後，保育室を走り回りながら戦い
ごっこをしていた。この間，様々な友だちと関わり，
また，様々な遊びに気がついてはその場でじっとそ
の様子を見つめる様子が見られた。このほとんどの
活動が自身のクラスの保育室内を長時間同じ場に滞
在することなく，細かく移動しながら行われていた。
園庭に出てからも，しばらくは大型遊具（滑り台）
付近を中心に細かく移動していた。この幼児はあま
り長く外に滞在することなく，室内に戻っている。
秋の動線　秋の戸外の動線については，長く滞在す
る場と移動の範囲が大きい動線が多く見られた（図
6，7）。広範囲での活動では特定の場所を拠点とし，
園内の様々な場所を行き来していた。
　例えば，図 6 では園庭での活動が大型遊具（最初
は大型滑り台，次に登り棒）を中心に展開されてい
る。また図 7 ではその活動の中心となっている場所
は砂場の前のテーブルであり，この幼児は 30 分以
上この場を中心とした活動（砂での料理作り）に取
り組んでいた。
　また秋の保育室内の動線においては特に長時間同
じ場所にとどまり活動を続ける様子も見られた（図
8）。さらに室内活動の範囲が保育室を飛び出してい
る動線も見られた（図 9）。
　例えば，図 9 の幼児は登園後，友だちを待ちなが
ら少し保育室内やテラスを行き来し，その後登園し
た友だちと共にごっこ遊びを始めた。その範囲は
徐々に広がり，隣の保育室，その隣の職員室の前の
廊下，遊戯室前のテラスをぐるりと回り，その後は
足りなくなった道具を作りに保育室に戻り，長時間
の製作（カバン）に取り掛かった。カバンが完成す
るとごっこ遊びは再開し，再び園内を広く使った移
動が展開されている。この時，遊戯室では年長児が
集まって活動をしており，その様子を立ち止まって
はなんども覗く様子が見られた。
ま と め
　幼稚園の屋内外の空間で，幼児はどのように移動
や滞在をしながら活動しているのか，夏と秋という
二つの時期の違いに着目して検討してきた。
　夏は全体的に保育室内の滞在が多く，園庭で遊び
始めても特定の場所と保育室とを行き来をするなど，
保育室がより所となっているようだった。園庭を広
く使っているように見える幼児でも，やりたい遊び
を探すような短い滞在が多く見られ，特定の遊びや
場所を選択して拠点を作るには至っていない。また，
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図６　秋の動線例 1
図７　秋の動線例 2
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図８　秋の動線例 3
図９　秋の動線例 4
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遊び始めの時間帯には特に，長時間を過ごす保育室
内でも比較的短時間で移動しており，やりたいこと
を見つけて遊びこむのには時間がかかっていた。活
動全体を見ても，夏の時期には長く同じ場所にとど
まっている活動はプールがほとんどだった。この時
期にはまだより所としての保育室から少しずつ活動
範囲を広げていこうとしていると考えられ，どのよ
うな楽しい遊びや場所があるのかを探っている段階
といえるだろう。
　秋になると，保育室をより所としなくても遊びの
拠点を自分達で見つけられていた。自分達で選んだ
拠点ができることで，園内のより様々な場所へ探索
に出かけ，活動範囲としての認識を広げていくこと
につながる。また，戸外に拠点をもつことで，より
自分達の外遊びに没頭することができるようになる
とも考えられる。それは室内についても同様で，30
分に及ぶ長い時間を一つの場所で過ごしながら活動
する様子からは，やりたいことに没頭していること
がうかがえた。また，自分の保育室前の廊下以外も
少しずつ屋内での活動範囲に含めている様子も見ら
れた。
　春に新しい保育室や新しい仲間関係といった環境
の変化があった中で，そうした環境に慣れつつ保育
室をより所としながら様々な遊びを探していた夏の
時期に比べ，秋の時期には園内の世界を広げ，保育
室外の拠点や仲間を見つけてスムーズに遊び始める
ことができるようになっている様子が見られた。こ
うした変化を考えると，春から夏には，まずは自分
の保育室という安心感が持てるような室内環境を整
えることが求められるであろう。また，保育者や仲
間との関係ができてくる夏から秋には，遊びの拠点
や居場所となり得る遊具が十分に用意されているこ
とが大切になってくるといえる。大型遊具には，そ
れ自体に挑戦する遊びが生起しやすいものと，その
遊具を拠点とする遊びが生起しやすいものがあり，
また，ある程度使いこなすことで前者が後者のよう
な遊びの拠点ともなり得る。こうしたことを踏まえ，
保育室との位置関係などにも考慮して遊具を配置し，
環境を構成していくことの重要性を再確認できた。
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